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検討内容主要アクション

敦賀駅乗換コンコースに観光案内窓口を設置。国内
外の来訪客へ対面案内

1.拠点の整備

「敦賀ものがたり」（歴史・文化）の小冊子・書籍。
多言語パンフレットの拡充

2.コンテンツ発信

高視認性サイネージによるリアルタイム発信 ＋ SNS
での戦略的なファンづくり

3.デジタル活用

飲食店等と連携したスタンプラリー・クーポン配布。案
内所から街へ送客

4.動機付け
(インセンティブ)

•
•
•

•

•

•

検討内容主要アクション

官民連携での情報発信チーム組成を検討
外部プロ等の知見を取り入れ、統一されたトーン＆ポリ
シーによる質の高い投稿を継続

1.官民連携

「市民レポーター」や コンテストを実施。地元目線の
リアルな投稿を公式が支援・表彰し、発信を多層化

2.市民・ファンと
の共創

市・観光協会・キャンペーンサイトを共通ハッシュタグで
連結
点在する情報を「面」で伝え、波及効果を最大化

3.連携による相
乗効果

フォロワー数やアクセス数、キャンペーン効果を毎月モニ
タリング数値に基づき、常に投稿内容を最適化

4.EBPM推進

•
•

•

•

•

•
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•
•
•
•

検討内容主要アクション案

ライトアップ／酒蔵びらき／クリスマスマーケット等で、
乗り換え客を駅から降ろす

1.四季イベント

飲食店チケット・スタンプラリーで、駅前からまちなかへ
人の流れを創出

2. 「食」と「歩き」を
繋ぐ仕掛け

小規模マルシェ、アート、路上ライブ。運営ノウハウを
市民に提供し、賑わいを日常化

3.市民参加型の場

•

•

検討内容主要アクション案

アンテナショップ、駅前マルシェ、常設店の開設支援1.販売拠点の整備

収穫・加工体験ツアー、味覚イベント、グルメマップ施
策等により

2.体験ツアー開発

市内事業者の商品情報を集約し、国内外へターゲッ
ト発信しマーケットを拡大

3.現地＆EC支援

海外バイヤー・飲食店の招請。海外からの逆指名・
誘客を目指す

4.海外展開・誘客

•
•

•

•

•

•
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検討内容主要アクション案

利用の簡便化、多言語対応、ルート案内機能の強
化や利用促進キャンペーンの実施

１.デジタル・多言語
化

駅・本町・港を、市内移動と観光回遊の起点・中継
点として充電設備、Wi-Fi、ICT案内、待合スペース、
円滑な乗り継ぎ動線等を検討
自由度が高く周遊促進につながる交通ツール活用を
検討

２.モビリティ拠点

自家用車での来訪者の利便性の維持向上
市内駐車場の整備等

３.車の利便性向上

•

•
•

•
•

•

•

•

•

検討内容主要アクション案

「敦賀ラーメン・屋台」等の夜間メニュー充実
夜の街歩きイベントの開催

1.夜間消費の拡大

「漁港・水産卸売市場」見学・散策プログラム開発
商店街による早朝参拝ツアー等と連携し朝の体験
創出を強化

2.朝の体験創出

宿泊事業者×飲食店×体験事業者の連携
「泊・食・遊」のセットプランの提供支援

3.連携・PKG化

クルーズ船のさらなる誘致を図り、周遊客の拡大と
観光消費機会の拡大を目指す

4.クルーズ船活用

•

•

•
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